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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年4月16日(2020.4.16)

【公開番号】特開2020-11988(P2020-11988A)
【公開日】令和2年1月23日(2020.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-003
【出願番号】特願2019-176828(P2019-176828)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/448    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 207/452    (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/56     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/16     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1337   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  207/448    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  207/452    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/38     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ   19/56     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/14     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/16     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/18     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1337   　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月5日(2020.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（１－１－３）で表される重合性化合物。
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式（１－１－３）において、
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、ハロゲン、または炭素数１から２０のアルキルであ
り、このアルキルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は－Ｏ－または－Ｓ－で置き換
えられてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は－ＣＨ＝ＣＨ－で置き換えられて
もよく、これらの基において、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよく
；
　Ｒ４は、水素、ハロゲン、－Ｓ１－Ｐ１、または炭素数１から２０のアルキルであり、
このアルキルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は－Ｏ－または－Ｓ－で置き換えら
れてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は－ＣＨ＝ＣＨ－で置き換えられてもよ
く、これらの基において、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよく；
　Ｓ１およびＳ２は独立して、単結合または炭素数１から１０のアルキレンであり、この
アルキレンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、
－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、少なくとも１つの－ＣＨ２－ＣＨ２－は、
－ＣＨ＝ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、これらの二価基において、少
なくとも１つの水素は、ハロゲンまたは炭素数１から３のアルキルで置き換えられてもよ
く；
　Ｐ１は重合性基であり；
　環Ａ１、環Ａ２、および環Ａ３は独立して、炭素数３から１８の脂環式炭化水素、炭素
数６から１８の芳香族炭化水素、または炭素数３から１８のヘテロ芳香族炭化水素から誘
導された二価基であり、これらの二価基において、少なくとも１つの水素は、ハロゲン、
炭素数１から１２のアルキル、炭素数１から１２のアルコキシ、炭素数１から１２のアル
ケニル、または炭素数１から１２のアルケニルオキシで置き換えられてもよく、これらの
一価の炭化水素基において、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよく；
　Ｚ１およびＺ２は独立して、単結合または炭素数１から１０のアルキレンであり、この
アルキレンにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、
または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、少なくとも１つの－ＣＨ２－ＣＨ２－は、－
ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）－、－Ｃ（ＣＨ３）＝Ｃ
（ＣＨ３）－、または－ＣＨ≡ＣＨ－で置き換えられてもよく、これらの二価基において
、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよい。
【請求項２】
　式（１－１－６）で表される、請求項１に記載の重合性化合物。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

式（１－１－６）において、
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、ハロゲン、または炭素数１から２０のアルキルであ
り、このアルキルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は－Ｏ－または－Ｓ－で置き換
えられてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は－ＣＨ＝ＣＨ－で置き換えられて
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もよく、これらの基において、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよく
；
　Ｒ４は、水素、ハロゲン、－Ｓ１－Ｐ１、または炭素数１から２０のアルキルであり、
このアルキルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ２－は－Ｏ－または－Ｓ－で置き換えら
れてもよく、少なくとも１つの－（ＣＨ２）２－は－ＣＨ＝ＣＨ－で置き換えられてもよ
く、これらの基において、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよく；
　Ｓ１は、単結合または炭素数１から１０のアルキレンであり、このアルキレンにおいて
、少なくとも１つの－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－または－ＯＣＯ－
で置き換えられてもよく、少なくとも１つの－ＣＨ２－ＣＨ２－は、－ＣＨ＝ＣＨ－また
は－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、これらの二価基において、少なくとも１つの水素
は、ハロゲンまたは炭素数１から３のアルキルで置き換えられてもよく；
　Ｐ１は重合性基であり；
　環Ａ１、環Ａ２、および環Ａ３は独立して、炭素数３から１８の脂環式炭化水素、炭素
数６から１８の芳香族炭化水素、または炭素数３から１８のヘテロ芳香族炭化水素から誘
導された二価基であり、これらの二価基において、少なくとも１つの水素は、ハロゲン、
炭素数１から１２のアルキル、炭素数１から１２のアルコキシ、炭素数１から１２のアル
ケニル、または炭素数１から１２のアルケニルオキシで置き換えられてもよく、これらの
一価の炭化水素基において、少なくとも１つの水素はハロゲンで置き換えられてもよい。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の重合性化合物を少なくとも１つを含有する重合性組成物。
【請求項４】
　式（２）から（４）で表される化合物の群から選択された少なくとも１つの化合物をさ
らに含有する、請求項３に記載の重合性組成物。

式（２）から（４）において、
　Ｒ１１およびＲ１２は独立して、炭素数１から１０のアルキルまたは炭素数２から１０
のアルケニルであり、このアルキルまたはアルケニルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ

２－は－Ｏ－で置き換えられてもよく、少なくとも１つの水素はフッ素で置き換えられて
もよく；
　環Ｂ１、環Ｂ２、環Ｂ３、および環Ｂ４は独立して、１，４－シクロヘキシレン、１，
４－フェニレン、２－フルオロ－１，４－フェニレン、２，５－ジフルオロ－１，４－フ
ェニレン、またはピリミジン－２，５－ジイルであり；
　Ｚ１１、Ｚ１２、およびＺ１３は独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、または－ＣＯＯ－である。
【請求項５】
　式（５）から（７）で表される化合物の群から選択された少なくとも１つの化合物をさ
らに含有する、請求項３または４に記載の重合性組成物。
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式（５）から（７）において、
　Ｒ１３は炭素数１から１０のアルキルまたは炭素数２から１０のアルケニルであり、こ
のアルキルおよびアルケニルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ2－は－Ｏ－で置き換え
られてもよく、少なくとも１つの水素はフッ素で置き換えられてもよく；
　Ｘ１１は、フッ素、塩素、－ＯＣＦ3、－ＯＣＨＦ2、－ＣＦ3、－ＣＨＦ2、－ＣＨ2Ｆ
、－ＯＣＦ2ＣＨＦ2、または－ＯＣＦ2ＣＨＦＣＦ3であり；
　環Ｃ１、環Ｃ２、および環Ｃ３は独立して、１，４－シクロヘキシレン、少なくとも１
つの水素がフッ素で置き換えられてもよい１，４－フェニレン、テトラヒドロピラン－２
，５－ジイル、１，３－ジオキサン－２，５－ジイル、またはピリミジン－２，５－ジイ
ルであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５、およびＺ１６は独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２Ｏ－、または－（
ＣＨ２）４－であり；
　Ｌ１１およびＬ１２は独立して、水素またはフッ素である。
【請求項６】
　式（８）で表される化合物の群から選択された少なくとも１つの化合物をさらに含有す
る、請求項３から５のいずれか１項に記載の重合性組成物。

式（８）において、
　Ｒ１４は炭素数１から１０のアルキルまたは炭素数２から１０のアルケニルであり、こ
のアルキルおよびアルケニルにおいて、少なくとも１つの－ＣＨ2－は－Ｏ－で置き換え
られてもよく、少なくとも１つの水素はフッ素で置き換えられてもよく；
　Ｘ１２は－Ｃ≡Ｎまたは－Ｃ≡Ｃ－Ｃ≡Ｎであり；
　環Ｄ１は、１，４－シクロヘキシレン、少なくとも１つの水素がフッ素で置き換えられ
てもよい１，４－フェニレン、テトラヒドロピラン－２，５－ジイル、１，３－ジオキサ
ン－２，５－ジイル、またはピリミジン－２，５－ジイルであり；
　Ｚ１７は、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－Ｏ
ＣＦ２－、または－ＣＨ２Ｏ－であり；
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　Ｌ１３およびＬ１４は独立して、水素またはフッ素であり；
　ｉは、１、２、３、または４である。
【請求項７】
　請求項３から６のいずれか１項に記載の重合性組成物の重合によって生成する液晶複合
体。
【請求項８】
　請求項３から６のいずれか１項に記載の重合性組成物の重合によって生成する光学異方
性体。
【請求項９】
　請求項３から６のいずれか１項に記載の重合性組成物または請求項７に記載の液晶複合
体を含有する液晶表示素子。
【請求項１０】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の重合性化合物、請求項３から６のいずれか１項
に記載の重合性組成物、および請求項７に記載の液晶複合体の群から選択された少なくと
も１つの液晶表示素子における使用。
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